
に
、「
こ
れ
か
ら
世
界
の
広
告
賞
に
し
ら
み

つ
ぶ
し
に
出
品
し
、
広
告
賞
を
媒
体
に
し
な

が
ら
、
戦
争
の
な
い
世
界
を
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

■
ラ
ジ
オ
部
門

ラ
ジ
オ
部
門
の
幕
開
け
は
、
Ｄ
Ｊ
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
賞
。
今
年
で
十
五
年
目
、
一
五
人

を
表
彰
し
て
き
た
こ
の
賞
は
、
ラ
ジ
オ
の
し

ゃ
べ
り
手
に
贈
ら
れ
る
日
本
唯
一
、
最
高
の

権
威
と
い
え
る
。
今
年
度
は
広
島
で
中
高
生

に
圧
倒
的
に
支
持
さ
れ
る
「
秘
密
の
音
園
」

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
、
中
国
放
送
の
青
山
高
治

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
選
出
さ
れ
た
。

ラ
ジ
オ
離
れ
が
と
く
に
激
し
い
と
い
わ
れ

る
若
年
層
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
高
生
を

ラ
ジ
オ
に
夢
中
に
さ
せ
る
青
山
さ
ん
。「
い

ま
、
番
組
を
聴
い
て
く
れ
て
い
る
中
高
生
が
、

十
年
後
二
十
年
後
、
家
庭
の
中
で
ラ
ジ
オ
の

ス
イ
ッ
チ
に
手
を
伸
ば
す
と
い
う
未
来
を
作

り
た
い
」。
ラ
ジ
オ
を
元
気
に
す
る
受
賞
の

言
葉
に
、
会
場
か
ら
拍
手
が
沸
い
た
。

続
い
て
番
組
表
彰
が
始
ま
っ
た
。
今
期
の

参
加
作
品
は
八
一
本
。
入
賞
八
作
品
の
中

か
ら
中
国
放
送
「
が
ん
難
民
の
戦
い
〜
ま
だ

救
え
る
命
の
た
め
に
」、
文
化
放
送
「
火
焔

太
鼓
」、
毎
日
放
送
「
お
れ
は
闘
う
老
人
と

な
る
〜
93
歳
元
兵
士
の
証
言
」
が
優
秀
賞
に
。

「
が
ん
難
民
」
は
が
ん
医
療
を
患
者
側
か
ら

訴
え
た
秀
作
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。「
火
焔
太
鼓
」

は
全
編
ナ
マ
放
送
の
意
欲
作
。「
お
れ
は
闘

う
老
人
と
な
る
」
は
九
十
三
歳
の
元
兵
士
･

本
多
立
太
郎
さ
ん
の
決
意
と
活
動
を
伝
え
た

力
作
。
会
場
に
駆
け
つ
け
て
い
た
本
多
さ
ん

も
大
き
な
拍
手
を
浴
び
た
。

注
目
の
大
賞
に
は
、
ラ
ジ
オ
黄
金
時
代
を

髣
髴
と
さ
せ
る
Ｔ
Ｂ
Ｓ
「
文
化
系
ト
ー
ク
ラ

テレビ部門優秀賞（上から）
NHK柳川強さん、
毎日放送の奥田雅治さん、
琉球放送の野沢周平さん

視聴者プレゼンターの鈴木智子さん
から賞状を贈られる磯山さん

テレビ部門特別賞の
倉敷ケーブルテレビ
清水幸太郎さんと
山陽新聞の高見幸義さん

マイベストTVグランプリ「歌姫」の磯山晶プロデューサー、
ヒロインを演じた相武紗季さん、脚本のサタケミキオさん

個人賞に輝いた宮　あおいさん

「篤姫」で実父を演じた
長塚京三さんからの
花束に笑顔

第
45
回

第45回ギャラクシー賞贈賞式が、2008年6月3日、東京恵比寿のウェス
ティンホテル東京･ギャラクシールームで開催された。全国から集ま
った放送、広告、芸能関係者は約600名。テレビ、ラジオ、CM、報道
活動の大賞、優秀賞が選出、発表され、喝采を浴びた。また、45回の
節目を記念して、ギャラクシー賞45周年記念賞、視聴者の投票で選ぶ
「マイベストTV賞」グランプリなどにトロフィーが贈られた。

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

Ｃ
Ｍ
、
報
道
活
動
の
四
部
門
制
。
今
年
も

一
年
間
の
選
考
を
勝
ち
抜
い
た
作
品
が
、
贈

賞
式
の
舞
台
に
臨
ん
だ
。
各
部
門
の
大
賞
・

優
秀
賞
が
こ
こ
で
発
表
･
表
彰
さ
れ
る
。
期

待
が
高
ま
る
な
か
、
式
典
の
幕
が
開
い
た
。

■
Ｃ
Ｍ
部
門

表
彰
は
Ｃ
Ｍ
部
門
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
今
期

の
参
加
数
は
三
一
六
件
（
シ
リ
ー
ズ
含
む
）。

こ
と
し
Ｃ
Ｍ
部
門
委
員
会
が
批
評
の
テ
ー
マ

と
し
て
き
た
の
は

テ
レ
ビ
の
媒
体
価
値

。

テ
レ
ビ
だ
か
ら
で
き
る
表
現
と
は
何
か
に
真

剣
に
取
り
組
ん
だ
作
品
を
高
く
評
価
し
た
。

優
秀
賞
二
本
は
、
湖
池
屋
「
マ
ヨ
ポ
テ
ト

う
す
し
お

コ
イ
ケ
先
生
シ
リ
ー
ズ
」
と
富

士
フ
イ
ル
ム
「
胃
篇
」「
乳
が
ん
篇
」「
月
篇
」。

湖
池
屋
は
ブ
ラ
ン
ド
を
笑
い
に
乗
せ
て
視
聴

者
に
届
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
富
士
フ
イ

ル
ム
は
社
員
を
通
し
て
企
業
の
魅
力
を
訴
え
、

好
印
象
を
与
え
た
。

大
賞
は
ピ
ー
ス
ヒ
ロ
シ
マ
実
行
委
員
会

「
ノ
ー
モ
ア
」
に
贈
ら
れ
た
。
作
品
は
、
核

を
保
有
す
る
六
か
国
を
象
徴
す
る
建
造
物
が
、

核
に
よ
っ
て
砕
け
散
る
Ｃ
Ｇ
映
像
が
衝
撃
的

な
も
の
。
ピ
ー
ス
ヒ
ロ
シ
マ
実
行
委
員
会
委

員
長
の
木
戸
寛
行
さ
ん
は
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
手

45回目の式典司会は
長野智子さんとジョン･カビラさん

テレビ部門大賞の
トロフィーを高々と掲げる
東海テレビの齊藤潤一さん

舞台に勢ぞろいした大賞作品「裁判長のお弁当」スタッフ

大賞作品プロデューサーの
阿武野勝彦さん

〃

〃



を
失
っ
た
が
、
こ
の
賞
は
視
聴
者
の
方
に
選

ん
で
も
ら
っ
た
。
番
組
が
愛
さ
れ
て
い
た
の

が
う
れ
し
い
」
と
喜
び
を
噛
み
締
め
た
。

■
特
別
賞
　
個
人
賞

テ
レ
ビ
部
門
の
特
別
賞
は
、
倉
敷
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
「
く
ら
し
き
百
景
　
最
終
集
」
に
。

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
の
歴
史
の
中
で
、
テ
レ
ビ

部
門
で
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
受
賞
す
る
の
は

初
の
快
挙
。
受
賞
に
立
っ
た
の
は
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
の
清
水
幸
太
郎
さ
ん
と
山
陽
新
聞
倉
敷

支
社
の
高
見
幸
義
さ
ん
。
審
査
員
は
「
交
流

の
楽
し
さ
と
活
気
に
満
ち
た
生
活
情
報
番
組

の
お
手
本
」
と
評
価
し
た
。「
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

は
む
し
ろ
市
民
。
地
上
波
と
は
違
う
視
点
で
、

地
域
の
よ
さ
を
見
つ
め
て
い
き
た
い
」
と
清

水
さ
ん
。
新
聞
、
Ｆ
Ｍ
と
の
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ

ク
ス
も
見
事
だ
っ
た
。

個
人
賞
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
篤
姫
」

の
宮
　
あ
お
い
さ
ん
に
贈
ら
れ
た
。
凛
と
し

た
品
格
の
う
え
に
お
き
ゃ
ん
な
表
情
も
見
せ

る
姫
君
を
快
活
に
演
じ
て
い
る
。
ド
ラ
マ
の

人
気
も
う
な
ぎ
の
ぼ
り
。

会
場
に
は
ア
ル
マ
ー
ニ
の
キ
ュ
ー
ト
な
衣

装
で
登
場
。
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
感
想
を
聞
か

れ
る
と
、「
一
年
以
上
ひ
と
つ
の
役
を
演
じ

る
の
は
映
画
で
は
で
き
な
い
。
す
ご
く
勉
強

に
な
る
」
と
う
な
ず
い
た
。
サ
プ
ラ
イ
ズ
は

「
篤
姫
」
で
実
父
を
演
じ
た
長
塚
京
三
さ
ん

の
登
場
。「
娘
の
受
賞
を
祝
っ
て
お
い
し
い

お
酒
が
飲
め
そ
う
で
す
」
と
成
長
著
し
い
姫

を
祝
福
し
た
。

■
テ
レ
ビ
部
門

最
後
を
飾
る
の
は
テ
レ
ビ
番
組
表
彰
。
二

三
七
本
の
参
加
作
品
か
ら
選
び
抜
か
れ
た
一

四
本
に
賞
状
が
贈
ら
れ
た
。

優
秀
賞
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
鬼
太
郎
が
見
た

玉
砕
〜
水
木
し
げ
る
の
戦
争
」、
毎
日
放
送

「
夫
は
な
ぜ
死
ん
だ
の
か
〜
過
労
死
認
定
の

厚
い
壁
」、
琉
球
放
送
「
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
歴

史
」
の
三
番
組
が
選
ば
れ
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
柳
川
強
さ
ん
は
「
ア
ニ
メ
の
力
で

若
い
人
に
戦
争
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
手
応
え
を
語
っ
た
。
毎
日
放
送
の
奥
田
雅

治
さ
ん
は（
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
の
労
災
隠
し

を
追
っ
た
こ
と
に
対
し
）「
こ
う
い
う
番
組
を

作
っ
て
放
送
で
き
た
こ
と
に
テ
レ
ビ
の
可
能

性
を
感
じ
る
」
と
語
り
、
琉
球
放
送
の
野
沢

周
平
さ
ん
は
「
体
験
者
が
少
な
く
な
っ
て
い

く
中
で
、
歴
史
書
き
換
え
に
危
機
感
を
抱
い

た
」
と
制
作
の
背
景
を
明
か
し
た
。

そ
し
て
注
目
の
テ
レ
ビ
部
門
大
賞
は
、
東

海
テ
レ
ビ
放
送
「
裁
判
長
の
お
弁
当
」
に
決

定
し
た
。
東
海
テ
レ
ビ
は
第
四
一
回
に
「
と

う
ち
ゃ
ん
は
エ
ジ
ソ
ン
」
で
大
賞
を
、
第
四

三
回
に
は
「
重
い
扉
〜
名
張
毒
ぶ
ど
う
酒
事

件
の
45
年
」
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
齊
藤
潤
一
さ
ん
は
、
ず

っ
し
り
重
た
い
大
賞
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
頭
の
上

に
高
々
と
掲
げ
、
喜
び
を
全
身
で
表
し
た
。

「
警
察
官
、
検
事
、
弁
護
士
と
自
由
に
取
材

で
き
る
の
に
、
裁
判
官
だ
け
が
取
材
対
象
外
。

裁
判
員
制
度
を
前
に
、
裁
判
官
の
仕
事
、

人
柄
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
」
と

制
作
当
時
を
振
り
返
る
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

の
阿
武
野
勝
彦
さ
ん
は
、「
番
組
は
東
海
ロ

ー
カ
ル
の
放
送
で
、
し
か
も
視
聴
率
三
％
台
。

今
日
の
受
賞
で
、
き
っ
と
編
成
が
よ
い
時
間

帯
に
掛
け
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
！
」
と
語
り
、

会
場
か
ら
は
後
押
し
の
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ

た
。「
重
い
扉
」
も
こ
の
Ｐ
Ｄ
コ
ン
ビ
の
作

品
。
秀
作
の
全
国
放
送
が
も
っ
と
活
発
に
な

る
こ
と
を
祈
り
た
い
。

DJパーソナリティ賞は中国放送の青山高治さん

毎日放送「おれは闘う老人となる」
の93歳元兵士、本多立太郎さんを
会場も賞賛

報道活動部門優秀賞（上から）
テレビ金沢の辻本昌平さん、
日本テレビの水島宏明さん

報道活動部門大賞は札幌テレビ放送、
果実酒問題を追った山谷博さん

CM部門大賞はピースヒロシマ実行委員会「ノーモア」。
トロフィーを贈られる木戸寛行さん

CM部門優秀賞
（上から）
湖池屋の小池孝さん、
電通の赤石正人さん

ジ
オ

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
」
に
贈
ら
れ
た
。

放
送
休
止
枠
に
出
現
し
た
解
放
区
。
深

夜
放
送
の
熱
い
時
代
が
も
ど
っ
て
き
た
か
の

よ
う
な
ト
ー
ク
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
務
め
る
の
は
社
会
学
者

の
鈴
木
謙
介
さ
ん
。
舞
台
に
駆
け
上
が
っ
た

鈴
木
さ
ん
は
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
長
谷
川
裕

さ
ん
と
抱
き
合
っ
て
互
い
を
祝
福
。「
自
分

が
聞
き
た
い
も
の
を
作
ろ
う
と
や
っ
て
い
た

ら
、
結
果
と
し
て
ラ
ジ
オ
の
王
道
に
た
ど
り

着
い
て
い
た
」
と
い
う
長
谷
川
さ
ん
。「
番

組
リ
ス
ナ
ー
が
ホ
テ
ル
の
外
で
結
果
を
待
っ

て
い
る
。
早
く
伝
え
た
い
」
と
い
う
鈴
木
さ

ん
の
言
葉
が
、
番
組
と
リ
ス
ナ
ー
の
強
い
絆

を
実
感
さ
せ
る
。
大
賞
を
リ
ス
ナ
ー
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
番
組
は
ほ
ん
と
う
に
幸
福
だ
。

■
報
道
活
動
部
門

今
年
の
参
加
本
数
は
二
八
本
。
庶
民
に

寄
り
添
う
も
の
が
多
か
っ
た
と
い
う
委
員
長

講
評
ど
お
り
、
受
賞
番
組
は
い
ず
れ
も
庶
民

の
視
点
に
溢
れ
て
い
た
。

優
秀
賞
は
テ
レ
ビ
金
沢
「
人
情
物
語
　
向

こ
う
三
軒
両
ど
な
り
」、
日
本
テ
レ
ビ
「
ネ

ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
報
道
。

「
人
情
物
語
」
は
同
局
の
会
長
自
ら
が
地
元

を
元
気
に
し
た
い
と
企
画
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
。「
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
」
は
、
命
名
の

イ
ン
パ
ク
ト
と
確
か
な
調
査
報
道
で
行
政
を

動
か
す
成
果
を
収
め
た
。

こ
の
二
つ
を
押
さ
え
て
大
賞
に
輝
い
た
の

は
、
札
幌
テ
レ
ビ
放
送
「
北
海
道
･
ニ
セ
コ

町
の
果
実
酒
問
題
」。
酒
税
法
違
反
が
合
法

に
転
じ
る
ま
で
を
、
庶
民
の
視
点
で
ユ
ー
モ

ラ
ス
に
追
い
か
け
た
。

報
道
部
課
長
の
山
谷
博
さ
ん
は
、「
き
っ

か
け
は
ペ
ン
シ
ョ
ン
主
人
か
ら
の
手
紙
で
、

今
の
酒
税
法
は
地
方
の
文
化
を
つ
ぶ
し
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
…
…
と
疑
問
が
沸
き
起

こ
っ
た
。
祝
杯
は
果
実
酒
で
」
と
喜
ん
だ
。

■
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
45
周
年
記
念
賞

四
十
五
年
の
歴
史
を
記
念
し
た
こ
の
賞
を

贈
ら
れ
た
の
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
先
駆

者
・
永
六
輔
さ
ん
。「
ど
こ
ま
で
続
け
ら
れ

る
か
と
い
う
と
き
に
こ
の
賞
を
も
ら
い
励
み

に
な
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
は
見
ま
せ
ん
出
ま

せ
ん
と
い
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
ち

ょ
っ
と
出
る
よ
う
に
し
ま
す
」
と
会
場
を
沸

か
せ
た
。

Ｔ
Ｂ
Ｓ
「
誰
か
と
ど
こ
か
で
」
四
十
一
年

来
の
パ
ー
ト
ナ
ー
遠
藤
泰
子
さ
ん
か
ら
花
束

が
贈
ら
れ
た
。
さ
ら
に
式
典
の
最
後
に
は
、

収
録
を
切
り
上
げ
て
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
た

と
い
う
黒
柳
徹
子
さ
ん
が
登
場
す
る
サ
プ
ラ

イ
ズ
ま
で
飛
び
出
し
た
。

■
マ
イ
ベ
ス
ト
Ｔ
Ｖ
賞

第
二
回
マ
イ
ベ
ス
ト
Ｔ
Ｖ
賞
グ
ラ
ン
プ
リ

に
輝
い
た
の
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
金
曜
ド
ラ
マ
「
歌

姫
」
だ
っ
た
。
贈
賞
式
に
は
、
ヒ
ロ
イ
ン
を

演
じ
た
相
武
紗
季
さ
ん
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

の
磯
山
晶
さ
ん
、
脚
本
の
サ
タ
ケ
ミ
キ
オ
さ

ん
が
登
場
。
マ
イ
ベ
ス
ト
Ｔ
Ｖ
賞
の
プ
レ
ゼ

ン
タ
ー
は
、
投
票
に
参
加
し
た
視
聴
者
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
鈴
木
智
子
さ
ん（
埼
玉
県
）。

鈴
木
さ
ん
か
ら
ク
リ
ス
タ
ル
の
ト
ロ
フ
ィ
ー

が
贈
ら
れ
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
磯
山
さ
ん

は
笑
顔
を
見
せ
た
。

鈴
木
さ
ん
は
「
笑
い
、
切
な
さ
、
い
ろ
ん

な
感
情
を
く
す
ぐ
ら
れ
る
ド
ラ
マ
で
、
最
後

は
涙
、
涙
」
と
称
え
た
。
番
組
サ
イ
ト
に
も

再
放
送
を
望
む
声
が
溢
れ
て
い
る
。
磯
山
さ

ん
は
「
放
送
中
、
視
聴
率
に
恵
ま
れ
ず
自
信

ラジオ部門大賞のTBS「文化系トークラジオLife」の
長谷川裕さんとパーソナリティの鈴木謙介さん

大賞の発表に互いを祝福

ラジオ部門優秀賞（右から）
中国放送の増井威司さん、文化放送の吉住由木夫さん、毎日放送の寺澤亮平さん

45周年記念賞の永六輔さんと、お祝いに登場した黒柳徹子さん


